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	・「３．マスターROMデータの確認」を「3.1受け入れ確認」と「3.2 本確認」に分割。
・「4.2 マスタリング実行」に、”コンペアツール”を用いたマスタリング処理のチェックについての記述を追加。
・「5.1 TADファイル化」に、“TWL提出確認書チェッカー”を用いた提出バージョンのTADマイナーバージョンへの反映について記述を追加。
・「5.2　ディレクトリツリーの作成」に、“TWL提出確認書チェッカー”を用いたTADバージョンの取り出しについて記述を追加。

	
	


1 はじめに

ＴＷＬでは、新たに導入されたＲＯＭファイルのセキュリティ方式のために、アプリ開発者側で作成できるＲＯＭイメージと最終的な製品用ＲＯＭイメージが異なります。このため、製品用ＲＯＭイメージを作成するためにマスタリング処理を行う必要があります。次章以降でマスタリング処理の詳細について記述します。

また、アプリ開発者の手元では、開発用実機のみで動作する開発用ＲＯＭイメージでしか動作検証することができないため、ロットチェックでは、マスタリング後の製品用ＲＯＭイメージを使用して製品実機での動作検証を行います。
2 マスターROMデータの受領
開発者より、下記のマスターROM提出データのセットを受領します。

TWLでは、NANDアプリとカードアプリが存在しますが、どちらの場合も同じ構成内容のものを受領します。

· マスターROMデータ（SRLファイル）
· マスターROM提出確認書

3 マスターROMデータの確認

3.1 受け入れ確認
「TWL提出確認書チェッカー」を起動し、マスターROMデータとマスターROM提出確認書をドラッグして、下記内容が両者の間で一致しているかどうかの確認を行います。

・　イニシャルコード
・　リマスターバージョン
・　ファイル全体のCRC

3.2 本確認
「マスターエディター」を起動し、マスターROMデータをドラッグして、下記内容について確認を行います。

· SRLの登録内容が正しいか？

· SRLの登録内容とマスターROM提出確認書の記載内容とが一致するか？

カード／NANDアプリ共通のSRLマスタリング
カードアプリ／NANDアプリのいずれの場合もマスタリングツールを使用して、SRLのマスタリングを行います。

3.3 USBドングルキーの用意
マスタリングツールの実行には、専用のUSBドングルキーが必要となります。　
USBドングルキーを用意して、PCに接続してください。

なお、USBドングルキーは、セキュリティ上重要なものですので、未使用時はセキュアな場所に保管してください。

3.4 マスタリング実行
cygwin上で下記形式のコマンドを実行し、マスタリングを実行します。

上記コマンドでマスタリング処理が完了しますが、処理のチェックのため、下記形式のコマンドを実行します。もし、エラーが出力された場合には、コンペアツールのマニュアルを参照して、問題の原因をご確認ください。


カードアプリの場合は、このマスタリングされたＳＲＬが最終ROMデータとなりますので、「6　ロットチェック準備」に進んでください。
ＮＡＮＤアプリの場合は、ここで生成したROMデータをもとに更に追加処理が必要となりますので、「5 NANDアプリ専用のマスタリング」に進んでください。
NANDアプリ専用のマスタリング
NANDアプリは、SRLのマスタリングだけでなく、更に下記のマスタリング処理が必要となります。

3.5 ＴＡＤファイル化
「4　カード／NANDアプリ共通のSRLマスタリング」で生成したマスタリングＳＲＬを下記手順でＴＡＤファイル化します。
この時、マスターROM提出確認書に記載された“提出バージョン”をTAD化ツールの ”-v” オプションで指定する“TADマイナーバージョン”として指定する必要があります。
実行後、”-o”オプションで指定したＴＡＤファイルと、”-p”オプション指定に伴うpropertiesファイルが出力されます。


下記にTWL提出確認書チェッカーを使用してマスターROM提出確認書から取り出した提出バージョンを、TAD化ツールの ”-v” オプションで指定するTADマイナーバージョンに指定するサンプルを示します。


3.6 ディレクトリツリー作成
「5.1　ＴＡＤファイル化」で生成したＴＡＤファイルとpropertiesファイルを下記のようなディレクトリツリーに配置します。


　TADバージョンは、下記のようにTWL提出確認書チェッカーを使用して、マスターROM提出確認書から取り出すことができます。

　なお、ＲＯＭのバージョンアップ時は、過去バージョンのCLSマスタリング時に使用したディレクトリツリーと出力ファイルが必要となります。下記のように、過去バージョンのCLS出力ファイルを含めたディレクトリツリーに、今回のバージョンのディレクトリツリーを追加して使用する形となります。但し、propertiesファイルは、バージョン0の時に生成したものを継承して使用する点にご注意ください。





なお、下位バージョンが存在しないまま処理を行ってしまうと、親子関係が継承されず、ダウンロードが正常に行えなくなりますのでご注意くささい。

3.7 USBメモリへのコピー

ＣＬＳ処理はCLSサーバと呼ばれる専用PCでのみ行えます。このCLSサーバはセキュリティ上スタンドアロンで使用する必要があるため、前項で生成したCLS処理のターゲットとなるディレクトリツリーはUSB接続のメモリデバイス（フラッシュ／HDDなど）に格納してCLSサーバに持ち込む必要があります。

3.8 CLSカードキーの準備

CLSサーバ上でCLS処理を行うためには、CLSカードキーが必要となりますので、これを準備してください。

なお、CLSカードキーは、セキュリティ上重要なものですので、未使用時はセキュアな場所に保管してください。

3.9 CLS処理

下記手順で、CLS処理を実行します。
なお、(3),(8)の処理は、CLS処理を内蔵HDDで高速に処理するために行っているもので、必須の手順ではありません。
また、(5)のカードキーは、事前に挿入しておいても問題ありません。カードキーを挿入したままで、連続してCLS処理を実行することもできます。
(1)ＣＬＳサーバにログイン
　　別紙に記載のIDとパスワードでCLSサーバにログインしてください。

(2)CLSターゲットが入ったＵＳＢメモリをCLSサーバに接続し、マウント
%mount usbfm　（リターン）　

(3)CLSサーバのワークディレクトリに、ターゲットディレクトリ（ex. TWL-ABCJ）を移動
%mv /media/usb-HDD/TWL-ABCJ ./work　（リターン）　

(4)ＣＬＳ処理を実行
%genLic ./work/TWL-ABCJ （リターン）　

(5)メッセージに従って、CLSカードキーを挿入

(6)メッセージに従って、別紙に記載のCLS実行パスワードを入力
 
(7)CLS処理完了
CLS処理完了後、ターゲットディレクトリでは下記のような出力ファイルが得られます。


(8)CLS処理後のターゲットディレクトリをＵＳＢメモリに移動
%mv ./work/TWL-ABCJ /media/usb-HDD　（リターン）　

(9)ＵＳＢメモリをアンマウントして、USBメモリの接続を外す
%umount /media/usb-HDD

(10)ＣＬＳサーバのログアウト
%logout （リターン）　
4 ロットチェック準備

4.1 カードアプリ

「4　カード／NANDアプリ共通のSRLマスタリング」で生成したマスタリングしたＳＲＬをIS-NITRO-WRITER（※対応予定）もしくはIS-TWL-DEBUGGERを使用してＴＷＬ開発カードに書き込んでください。

ＮＴＲ開発カードに焼いた場合はTWL製品実機でカードを認識しませんので、ご注意ください。

4.2 ＮＡＮＤアプリ

　「5　NANDアプリ専用のマスタリング」で作成したclsファイルをビジネスマネジメントサーバ（ＢＭＳ）を介してＴＥＳＴサーバにアップロードします。そして、ショップアプリを使用して量産実機にダウンロードします。

　ここで、過去バージョンからのアップデートテストを行う場合は、必要に応じて同様の手順で過去バージョンのインポートを行ってください。

記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。
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このドキュメントの内容は、機密情報であるため、厳重な取り扱い、管理を行ってください。





出力されるマスタリングＳＲＬファイル名を指定





マスターＲＯＭ SRＬファイルを指定





-iオプションで設定ファイルをフルパスで指定





提出バージョン取り出しオプションの指定





マスタリングツールを指定





% mastering.TWL.exe  -i c:/mastering.TWL.ini  ABCJ.srl  ABCJ.master.srl　（リターン）





マスターROM提出確認書を指定





マスタリング前のマスターROMデータを指定





TWL提出確認書チェッカーを指定





パイプと”xargs -i引数名”で出力を次コマンドに引き継ぐ





TWL-ABCJ　　　　　　　　vN             *.tad


                     properties





※ルートディレクトリは、「“TWL”＋“－”(ハイフン)＋イニシャルコード」の形となります。


※Nは０～６５５３５でアプリのTADバージョンを示します。�この値は、「ROMリマスターバージョン*256+ ROM提出バージョン」 と一致する必要があります。





今回CLS処理するファイル





過去バージョンのCLS出力ファイルのうちの.clsファイル





：


：


：





����


TWL-ABCJ              v0             *.cls


                  v1             *.cls











                  vN            *.tad


　　　　　　　　　　　　　 properties





Ver.0で生成したものを常に使用





TADマイナーバージョン指定オプション。Nには、提出バージョンを指定





出力されるTADファイル名を指定





プロパティファイル出力オプションを指定





3.でマスタリングされたSRLファイルを指定





TAD化ツールを指定





%maketad.exe ABCJ.master.srl -o ABCJ.tad -v N -p （リターン）





TADバージョン取り出しオプションを指定











マスタリングツールの出力ＳＲＬファイル名を指定





マスターＲＯＭ SRＬファイルを指定








マスターROM提出確認書を指定





マスタリング前のマスターROMデータを指定





TWL提出確認書チェッカーを指定





コンペアツールを指定





%SheetCheckerTWL.exe ABCJ.srl ABCJ.xml -t （リターン）





アプリをローカルでTWLにインポート際に使用する出力ファイル


ロットチェックでは使用しない





対象アプリをサーバにアップする際に使用する出力ファイル





% comparing.TWL.exe  ABCJ.srl  ABCJ.master.srl　（リターン）





TWL-ABCJ              v0             *.tad


                                 *.tad.out


                                        *.cls


　　　　　　　　　　　　　 properties











% SheetCheckerTWL.exe ABCJ.srl ABCJ.xml -s | xargs -iversion 


maketad.exe ABCJ.srl -o ABCJ.tad -v version -p （リターン）
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